
3.2 複素数と方程式

3.2.1 高次方程式と
√
i

目　標　高次方程式の解法を通して，虚数単位 iに関する理解を深める。
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�問．次の方程式を解いてみよう。

(1) x3 − 1 = 0 (2) x3 + 1 = 0

(x− 1)(x2 + x+ 1) = 0 (x+ 1)(x2 − x+ 1) = 0
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(3) x4 − 1 = 0 (4) x4 + 1 = 0

(x2 − 1)(x2 + 1) = 0 x4 = −1

x = ±1, ±i x2 = ±i

x = ±
√

i , ±
√

−i

・x3 − 1 = 0を満た
す虚数解はオメガω で
表す。
・x2 = tと置き換え
ても可。�
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�問．ここででてきた

√
i や

√
−i はどんな数なんだろう？

x4 + 1 = 0を他の方法で解くことはできないだろうか？ ・ある程度考えさせ
因数分解による解
法のヒントを与え
る。

x4 + 1=0

x4 + 1 + 2x2 − 2x2=0

(x2 + 1)2 − 2x2=0
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�問．どうやって対応させたらいいんだろう？ ・4 つの解は対称群

になっているので
基本どれを基準に
しても良い。
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・分母を有理化しな
い方が簡単な形に
なることを伝え
る。
・1+i√
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問．17 = 24 +1で表せることより，今日の式変形を利用し
ていろいろな積の形に表してみよう。

17= (5 + 2
√
2)(5− 2

√
2) 17= (4 + i)(4− i) = (1 + 4i)(1− 4i)
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・時間があれば ωの
性質にも触れる。


